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私
た
ち
の
目
的
の
一
つ
は
、
キ
ュ

ー
バ
の
医
療
事
情
の
見
学
で
す
。
私

た
ち
が
訪
ね
た
の
は
ハ
バ
ナ
郊
外
に

あ
る
診
療
所
で
し
た
。
「
４
・
１７
診

療
所
」
、
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
１
９

６
１
年
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
転
覆
の
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
組
織
し

た
反
革
命
軍
の
侵
攻
を
打
ち
破
っ
た

日
（
ピ
ッ
グ
ス
湾
事
件
）
に
ち
な
ん

で
つ
け
ら
れ
た
名
称
だ
と
、
診
療
所

の
所
長
さ
ん
は
誇
ら
し
げ
に

紹
介
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
医
療

制
度
を
て
い
ね
い
に
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。

水
準
の
高
い
　

医
療
を
無
料
で

　

制
度
と
し
て
、
高
度
医
療

病
院
⇅
診
療
所
⇅
フ
ァ
ミ

リ
ー
ド
ク
タ
ー
と
体
系
が
組

み
立
て
ら

れ
て
、
す

べ
て
の
国

民
、
住
民

を
カ
バ
ー
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ち
な
み
に

こ
の
診
療
所
は
、

２
・
５
平
方
キ
ロ

㍍
の
地
域
を
担
当
、

住
民
２
万
８
８
９

８
人
、
９
８
３
３

世
帯
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
ド
ク
タ
ー
２５

人
を
統
括
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
東
洋

医
学
も
導
入
し
て
い
る
こ
と
、
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
い
た
と
こ
ろ
で
、

赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が
陽
光
を
浴
び
な
が

ら
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
医
療

者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
体
操
を
し

て
い
る
微
笑
ま
し
い
風
景
に
出
会
い

ま
し
た
。
医
療
機
器
や
施
設
が
、
必

ず
し
も
十
分
で
な
く
て
も
、
お
金
の

心
配
な
く
安
心
し
て
医
療
、
保
健
を

享
受
で
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。

住
民
の
い
の
ち
と

健
康
が
最
優
先
　

　

次
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
を
訪

ね
ま
し
た
。
女
医
の
所
長
さ
ん
に
よ

る
と
、
こ
こ
で
は
７
１
５
５
人
の
住

民
を
担
当
し
、
看
護
師
と
予
防
の
専

門
家
３
人
が
チ
ー
ム
を
作
り
、
１
チ

ー
ム
が
２
０
０
～
３
０
０
世
帯
を
担

当
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
巡
回
し
な

が
ら
、
病
気
の
予
防
、
保
健
指
導
、

環
境
改
善
、
介
護
方
法
の
指
導
、
家

族
の
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
医
師
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
医

療
費
の
コ
ス
ト
削
減
が
実
現
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
域
で
１
年
間
１
６
０

人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
エ

イ
ズ
の
母
子
感
染
ゼ
ロ
、
１２
年
間
に

わ
た
り
乳
幼
児
死
亡
率
は
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
均
寿
命

が
２
０
０
５
年
の
７７
・
６
歳
か
ら
２

０
１
５
年
に
は
７９
・
８
歳
に
延
び
た

と
の
こ
と
で
す
。
住
民
の
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
す
る
、

キ
ュ
ー
バ
の
医
療
制
度
の
あ
り
方
に

お
お
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

お
知
ら
せ
　

　

い
つ
も
「
城
南
の
保
健
」
を
お
読

み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
年
１０
回
発
行
し
て

い
る
「
城
南
の
保
健
」
で
す
が
、
今

年
度
よ
り
年
８
回
の
発
行
に
変
更
い

た
し
ま
す
（
２
０
１
７
年
度
予
算
作

成
に
あ
た
り
、
３
月
理
事
会
に
て
確

認
）
。
発
行
月
は
次
の
通
り
で
す
。

　

新
年
号
（
１
・
２
月
合
併
号
）
／

３
月
号
／
４
月
号
／
５
・
６
月
合
併

号
／
７
・
８
月
合
併
号
／
９
月
号
／

１０
・
１１
月
合
併
号
／
１２
月
号
。

　

発
行
日
は
発
行
す
る
月
の
１
日
で

す
。
今
後
と
も
、
よ
り
充
実
し
た
内

容
に
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ファミリードクター（中央）から話を聞く

医療現場の見学、中央が所長のカルロス先生

「よろず（なんでも）相談」無料
どんな相談でもできます。弁護士の相談も受けられます。

【品川】　毎週火曜日と木曜日　10時～ 12時
　　　　場所は　ゆたか診療所３階応接室（品川区豊町4-18-21）
　相談　　　火：植田栄一（城南保健生協理事長）
　担当は　　木：橋本雪子（看護師）
　　　●　法律相談は月２回。
　　　担当は串山弁護士と富沢弁護士（五反田法律事務所）。
　　　できるだけ電話予約を（3781－4723　ゆたか診療所）。
　　　第１水曜日　13時30分～ 15時30分
　　　第３月曜日　10時～ 12時

【大田】　月曜～土曜の　10時～ 12時（ただし第３土曜日は法律相談のみ）
　　　　場所は　大森中診療所１階（大田区大森中1-22-2）
　相　　月：宮田冨美男（社会保険労務士）
　談　　火：前沢淑子（生協常務理事・中央社保協事務局次長）
　担　　水：村松　茂（生協常務理事）
　当　　木：色部　祐（生協常務理事・社会保険労務士）
　は　　金：大田病院医療相談室・介護保険室
　　　　土：清水　洋（元大田病院事務長）
　　　●　法律相談は月３回。
　　　担当は佐藤弁護士と早瀬弁護士（東京南部法律事務所）。
　　　できるだけ電話予約を（6404－2301　大森中診療所）。
　　　第１水曜　13時～ 15時　第３土曜　10時～ 12時
　　　第４水曜　13時～ 15時

「成年後見専門相談」《無料》
　ご家族のどなたかが認知症になったことで、お金の管理等に困っ
ていませんか？　司法書士（専門職後見人）が相談にのります。

場所　大森中診療所１階　よろず相談コーナー
毎月　第２水曜日　13時～15時（4月12日・5月10日・6月14日）

　●　できるだけ予約をお願いします。（3762ｰ0266　担当：横山まで）

　
貧
し
く
て
も
明
る
い
人
び
と
〜
キ
ュ
ー
バ
紀
行
　
そ
の
2

城
南
保
健
生
協
常
務
理
事
　
色
　
部
　
　
祐
　

グリーンコンサート２０１７

心にしみるコカリナの音色～黒坂黒太郎
　～被爆樹が、奇跡の一本松が、

神宮の欅が生まれ変わりました～　

黒坂黒太郎：コカリナ／矢口周美：うた
　　FUKUZAWA　Tatsuro：ピアノ
日時：５月２６日（金）

午後７時開演（午後６時30分開場）
会場：大田区民プラザ　大ホール

(東急多摩川線　下丸子駅近く)
チケット：1,000円（小学生以上)
主催：グリーンコンサート２０１７実行委員会

後援：大田区、大田区社会福祉協議会
お問い合わせ：東京都教職員組合大田支部内　
5703－0707（平日のみ午後２時〜４時まで）
または生協本部まで（3762－0266）

第11回　パ ズ ル

　解き方は、イラスト横の２重ワクの４文字を並べ
ると、ある言葉になります。それが答えです。
　答えのヒントは

「結婚したい!!」
　答えがわかったら、ハガキに答えを書いてご応募
ください。正解者の中から抽選で５名様に図書カー
ドを贈呈します。なおハガキの余白に簡単なお便り
を書いていただければ幸いです。当選者のお名前を
紙面で紹介しますので、匿名希望の方はその旨明記
してください。ご応募、お待ちしております。

【応募方法】　ハガキに答え、住所・氏名・年齢をご
　　　　　　記入の上、下記へお送りください。
〒１４３‐００１２　大田区大森東４－６－１５
　　　　　　　　サンマンション１０１
　　　　　　　　城南保健生協編集部まで
【〆切り】2017年５月９日（火）

前回の答え　おさしみ
当 選 者　　池島久子・佐々木タキ・佐藤友彦・
（応募22）　　関有子・豊嶋真一

目がかゆい、
鼻水がとまらない

バリカンで後頭部
すっきり

バイクで旅に出ようかな

伸びるのが早いんです

大好評「うたカフェ」《生バンドの演奏で楽しく歌うカフェ》
６月から、偶数月の第３月曜日定例開催となります

第６回　うたカフェのご案内
日時：６月19日（月）　13時～15時
会場：橋本ビル３階　ギャラリー橋本

（大田区西蒲田８ｰ３ｰ６）　　
ＪＲ蒲田駅南口より徒歩３分

参加費：２００円（お茶・お菓子代）
＊会場（消防法）の関係で先着60名までの

参加となります。

　今回は、あめふり・赤い靴・私に人生とい
えるものがあるなら・さんぽ・茶摘み・青葉
城恋唄・岬めぐりなど20曲程度を予定。

　第７回～第10回までの
開催日をお知らせします　
第７回＝８月21日　
第８回＝10月16日
第９回＝12月18日

第10回＝2018年２月19日
すべて第３月曜日です。
時間はいずれも午後１時～３時


